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                                 ２０１８年３月３１日 

第５９回 青雲塾 開催報告              

  

                 青雲塾担当 松井繁幸（第２３期）                     

              http://www.seiunkai.net/kouryu/seiunjuku/list.html 

 

1.日時  ３月１７日（土） 午前９時３０分～午後０時３０分   

 

2.場所  大阪大学中之島センター ６０７（２０席）      

 

3.会費     2,500円 

（・レクチャー 1,000円 資料代その他経費を含む。大阪大学学生は無料。   

   ・茶話会            1,500円）     

     

4.講師  福井 康太 先生 （大阪大学大学院 法学研究科 教授 ）  

     

5.演題   「日本はいつから総無責任体制になったのか： 戦時体制と東大話法」 

 

6.講師のプロフィール 

福岡市出身。１９６７年生まれ。九州大学法学部、同大学院法学研究科修士課程、同博士課程修了。

博士（法学）。山形大学人文学部専任講師、同助教授、大阪大学大学院法学研究科助教授、同准教授を経

て、２０１１年から現職。専門は法社会学。 

 

7.講師からひと言 

法社会学の視点で「企業コンプライアンス」研究を進めていると、組織の無責任体質の問題に直面す

ることがしばしばあります。この「病」は日本社会に広く蔓延しており、大きな組織、歴史ある組織ほ

ど無責任体質の「病」が深いという印象を持ちます。今回の講演では、この無責任体質の歴史を日本の

戦時中の国家総動員体制にまでさかのぼって検証し、無責任体質の今日的な象徴的表現形態である「東

大話法」（安冨歩・東京大学東洋文化研究所教授の命名）の特徴を明らかにします。関心のある方の参加

を期待しています。 

 

8.参加者から 

加堂裕規さん（２３期）の face book より 

 「福井康太教授の『日本はいつから総無責任体制になったのか ～戦時体制と東大話法～』は、内容が

的確で、福島原発事故と原発政策、相撲協会の不祥事、森友問題…というタイムリーな話題課題に直接

つながる、素晴らしい講話となりました。」 

 

9.青雲塾担当から 

NHKスペシャル「戦慄の記録 インパール 」を見ました。今から 73年前、日本軍は、インド・ミャン

マーの国境地帯を超え、インドにあった英軍の拠点「インパール」の攻略を目指した。しかし、無謀な

作戦のため、3万以上が命を落とした。しかも作戦の決定に関わった幹部が誰一人として、責任を取っ

ていない。現代と変わらぬ構図です。私の父は、インパールの戦場に行くところを、直前、病気で入院

して命拾いしました。敗戦に至るまでの経緯や福島原発の顛末など、「無責任」をキーワードに読み解

ける事例が多くあります。今回は『原発危機と「東大話法」』の福井先生のコメントに共感してお願い

しまた。 
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  （写 真） 

 

 

 

   
 

① 中之島センター 案内板 

② ③ 福井先生から冒頭のご挨拶に続いてレクチャーへ 

④ ⑤ 茶話会風景  終了後も先生を囲んで話し込む姿が見られた 




